
平
成
二
十
四
年
四
月
四
日
提
出

質

問

第

一

六

九

号

在
日
米
軍
基
地
周
辺
地
域
に
お
け
る
爆
音
防
止
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

照

屋
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在
日
米
軍
基
地
周
辺
地
域
に
お
け
る
爆
音
防
止
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
二
年
四
月
二
日
付
「
琉
球
新
報
」
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
に
隣
接
す
る
宜
野
湾
市
立
普
天
間
第
二
小
学
校
で
、
米

軍
機
離
着
陸
時
の
騒
音
レ
ベ
ル
が
一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
に
達
す
る
こ
と
が
琉
球
大
学
の
調
査
で
判
明
し
た
、
と
報
じ
て
い

る
。教

室
内
に
お
け
る
一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
航
空
機
騒
音
（
以
下
、
爆
音
と
い
う
）
は
、
そ
の
都
度
、
授
業
中
断
を
も
た
ら

し
、
児
童
の
学
習
に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

同
年
三
月
三
十
日
、
原
告
三
、
一
二
九
人
に
よ
っ
て
、
被
告
国
を
相
手
に
「
第
二
次
普
天
間
基
地
爆
音
訴
訟
」
が
提
起
さ
れ

た
。
そ
の
損
害
賠
償
請
求
額
は
、
総
額
五
十
一
億
円
余
に
上
る
。

昨
年
四
月
二
十
八
日
に
は
、
嘉
手
納
基
地
周
辺
住
民
ら
二
万
二
、
〇
五
八
人
が
原
告
と
な
り
、
被
告
国
を
相
手
に
「
第
三
次

嘉
手
納
基
地
爆
音
差
止
め
訴
訟
」
が
提
起
さ
れ
、
現
在
、
那
覇
地
方
裁
判
所
沖
縄
支
部
で
審
理
が
進
ん
で
い
る
。
極
東
最
大
の

米
軍
基
地
「
カ
デ
ナ
」
か
ら
暴
露
さ
れ
る
違
法
な
爆
音
を
、
全
国
最
大
規
模
の
原
告
ら
が
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
全
国
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
同
種
の
「
爆
音
訴
訟
」
を
通
じ
て
、
米
軍
基
地
か
ら
暴
露
さ
れ
る
爆
音
が
違
法
で
あ

る
、
と
司
法
の
場
で
断
罪
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
国
は
、
未
だ
に
実
効
性
あ
る
爆
音
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
な

一



い
。
「
米
軍
の
運
用
上
の
都
合
」
を
理
由
に
違
法
な
爆
音
を
放
置
し
続
け
て
い
る
こ
と
で
、
在
日
米
軍
基
地
周
辺
に
暮
ら
す
多

く
の
国
民
を
苦
し
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
爆
音
の
み
か
、
米
軍
機
の
墜
落
の
恐
怖
や
部
品
落
下
事
故
等
の
被
害
に
よ
る
苦
痛

や
損
害
を
も
強
い
て
い
る
。

米
軍
嘉
手
納
基
地
、
普
天
間
飛
行
場
、
厚
木
基
地
や
横
田
基
地
等
に
お
け
る
爆
音
は
、
健
康
被
害
や
環
境
破
壊
な
ど
を
惹
起

し
、
基
地
周
辺
住
民
の
平
穏
な
生
活
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
。
も
は
や
、
基
地
周
辺
住
民
の
受
忍
限
度
を
は
る
か
に
超
え
た

「
基
地
公
害
」
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
静
か
な
夜
を
返
せ
」
「
静
か
な
日
常
生
活
を
返
せ
」
と
在
日
米
軍
基
地
か
ら
の
爆
音
被
害
を
訴
え
、
「
夜
間
・
早
朝
の
飛

行
差
止
め
」
「
爆
音
被
害
の
損
害
賠
償
請
求
実
現
」
な
ど
を
求
め
る
基
地
周
辺
住
民
ら
の
声
は
、
悲
痛
か
つ
切
実
で
あ
る
。
政

府
は
、
こ
れ
ら
被
害
住
民
の
要
求
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
速
や
か
に
実
効
性
あ
る
爆
音
防
止
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

文
部
科
学
省
が
「
学
校
環
境
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
「
望
ま
し
い
」
と
定
め
る
教
室
内
に
お
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
の
数

値
は
い
く
ら
か
、
窓
を
閉
め
た
状
態
、
窓
を
開
け
た
状
態
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
係
る
数
値
を
基
準

と
し
た
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

二



二

政
府
は
、
米
軍
嘉
手
納
基
地
や
普
天
間
飛
行
場
な
ど
在
日
米
軍
基
地
周
辺
に
立
地
す
る
小
中
学
校
等
の
教
育
機
関
に
お
い

て
、
教
室
内
に
お
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
を
測
定
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
測
定
し
た
事
案
す
べ
て
に
つ
い
て
、
実

施
し
た
政
府
機
関
名
、
実
施
日
、
実
施
先
の
教
育
機
関
名
、
測
定
さ
れ
た
騒
音
数
値
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
係
る
騒
音

レ
ベ
ル
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

公
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
一
三
二
号
）
第
九
条
お
よ
び
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
一
号
）
第

十
六
条
第
一
項
に
基
づ
く
航
空
機
騒
音
に
係
る
基
準
（
以
下
「
環
境
基
準
」
と
い
う
）
で
定
め
る
「
達
成
期
間
」
は
、
「
環

境
基
準
」
第
二－

�
の
規
定
に
よ
り
、
在
日
米
軍
が
使
用
す
る
飛
行
場
と
そ
の
周
辺
地
域
に
も
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
が
、

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

政
府
は
、
「
環
境
基
準
」
第
二－

�
の
規
定
に
則
り
、
防
音
工
事
を
実
施
し
た
住
居
に
お
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
は
「
環
境
基

準
」
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
か
、
そ
の
根
拠
を
示
し
た
う
え
で
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
環
境
基
準
」
第
二－

�
に
は
、
同
第
二－

�
で
定
め
る
達
成
期
間
で
環
境
基
準
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
ら
れ

る
地
域
に
お
い
て
「
極
力
環
境
基
準
の
速
や
か
な
達
成
を
期
す
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
係
る
達
成
期
間
と
は
ど
の
程
度

の
時
間
を
指
す
の
か
、
た
と
え
ば
「
環
境
基
準
」
第
二－

�
で
第
二
種
空
港
（
福
岡
空
港
を
除
く
。
）
Ａ
が
「
五
年
以
内
」

三



と
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
に
明
示
さ
れ
た
い
。

六

防
衛
施
設
周
辺
放
送
受
信
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
（
防
衛
省
訓
令
第
一
二
六
号
）
に
基
づ
き
、
米
軍
が
使
用
す
る
飛
行
場

ま
た
は
対
地
射
爆
撃
場
で
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
有
す
る
航
空
機
の
離
陸
、
着
陸
等
が
頻
繁
に
実
施
さ
れ
る
地
域
に
お

い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
う
ち
地
上
波
放
送
分
の
半
額
助
成
制
度
（
以
下
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
助
成
制
度
」
と
い

う
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
爆
音
被
害
で
苦
し
む
嘉
手
納
基
地
等
の
在
日
米
軍
基
地
周
辺
住
民
ら
か
ら
、
同
制
度

の
助
成
区
域
の
対
象
拡
大
お
よ
び
地
上
波
放
送
、
衛
星
放
送
を
含
む
全
額
助
成
の
強
い
要
望
が
あ
る
。
政
府
は
、
係
る
基
地

周
辺
住
民
ら
の
要
望
に
応
え
て
助
成
制
度
を
見
直
し
、
改
正
す
る
意
思
は
あ
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

横
田
基
地
周
辺
で
は
、
米
軍
ヘ
リ
に
よ
る
爆
音
で
地
上
波
放
送
が
聴
取
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
が
存
在
す
る
。
政
府

は
、
係
る
実
態
を
承
知
し
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
横
田
基
地
同
様
に
、
普
天
間
飛
行
場
も
「
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
発
動
機
を
有
す
る
航
空
機
の
離
陸
、
着
陸
等
が
頻
繁

に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
理
由
で
助
成
対
象
外
の
ま
ま
で
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
私
も
国
会
審
議
等
を
通
じ
て
再

三
指
摘
し
、
助
成
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
は
横
田
基
地
や
普
天
間
飛
行
場
な
ど
米
軍
ヘ
リ
を
運
用
す
る
飛
行
場
周
辺
地
域
に
お
い
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
助

四



成
制
度
」
の
適
用
を
図
る
意
思
が
あ
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

政
府
は
、
米
軍
機
お
よ
び
自
衛
隊
機
等
の
爆
音
が
人
体
に
及
ぼ
す
医
学
的
、
疫
学
的
影
響
に
つ
い
て
、
基
地
周
辺
住
民
を

対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
調
査
し
た
事
案
す
べ
て
に
つ
い
て
、
実
施
し
た
政
府
機
関
名
、

実
施
日
、
当
該
爆
音
を
暴
露
し
て
い
る
基
地
名
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
係
る
調
査
結
果
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

九

関
連
し
て
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
は
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ－

�
Ｃ
の
後
継
機
と
し
て
、
新
規
開
発
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を

搭
載
す
る
次
期
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ－
�
を
平
成
二
十
四
年
度
以
降
、
厚
木
基
地
に
配
備
す
る
方
針
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る

が
間
違
い
な
い
か
。
そ
の
場
合
、
厚
木
基
地
に
お
い
て
「
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
主
た
る
動
力
と
す
る
飛
行
機
は
、
緊
急
止

む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
使
用
し
な
い
」
旨
、
横
浜
防
衛
施
設
局
長
（
当
時
）
が
大
和
市
長
宛
に
通
知
し
た
昭
和
四
十
六

年
十
二
月
二
十
日
付
文
書
「
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
共
同
使
用
に
つ
い
て
」
（
施
横
第
�
�
�
�
号
（
Ｙ

Ｆ
Ｐ
）
）
を
反
故
に
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


